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Ⅰ はじめに

筆者らは、多くのデザイナーが「形を作る」ために
工夫を凝らし、様々なクリエーションを発表した１９５０
年代のオートクチュールの制作技術に焦点を当て、
２０１４年よりクリスチャン・ディオールとクリストバ
ル・バレンシアガの作品を資料とした調査を行い、そ
の制作技術の技法研究を行ってきた１）～４）。２０１７年度
は、ディオール社のイヴニング・ドレス（１９５４年制作
杉野学園衣裳博物館所蔵）を資料とし、イヴニング・
ドレスに内蔵されたビュスティエの制作技術の検証を
行った。その結果、バストのカップ部分に切り替えの
ない縦方向に切り替えたビュスティエのパターンで
あっても、バストの下端位置にボーンを入れることに
よって、バストと胴体部分を明確に分けるシルエット
を形成することが可能となることが確認できた４）。

本研究では、ビュスティエのパターンで形成される
シルエットやラインにおいて、２０１７年度の研究の有効
性を確認する。また、試作したビュスティエを実際に
人体に着装し、インタビュー形式による着装者の視点
を加えることで、制作技術の更なる検証を行うことを
目的とする。

Ⅰ－１ ビュスティエ（Bustier）について
図解服飾用語事典５）において「ビュスチエ（Bustier）

フランス語で，つりひものつかない，カミソール・
トップに似たもの．もともとはイブニング・ドレスか
リゾート・ウェアにみられたが，１９７６年春夏からデイ
タイム・ウェアとして流行した．ニット地やシャーリ
ングしたものなどが用いられる．」６）と定義されてい
る。近年では服の上から着装するものなど、多種多様
なビュスティエが着用されている（図１～３）。

図２ Christian Dior
１９５２―３年秋冬

図１ Christian Dior
１９５１年春夏

図３ Christian Dior
２０１０年春夏

－ 1－



使用箇所

密度（本／cm）
厚さ

（mm）
目付け

（g／m２）
経 緯

シーチング＋
R２２２ ２４ ２９ ０．４ １７７．５

表１ 使用シーチング基礎測定

測定機器：マイクロメーター、分解鏡、電子デジタル天秤

Ⅱ 制作技術の検証

Ⅱ－１ 試作による検討箇所
２０１７年度の研究による検証では、縦方向に切り替え

たビュスティエのパターンであっても、バスト下端位
置にボーンを入れることによって、バストと胴体部分
を明確に分けるシルエットを形成することが可能とな
るという結果を得た。この研究は、特定の個人に合わ
せたパターンであるが、現代の一般的に用いられるパ
ターンとほぼ同じである。このため、今回検証に用い
る試作ビュスティエは、２０１７年度の研究で得たパター
ンの形状を参考に、ドレメ式基本サイズ（バスト８４cm
ウエスト６４cm）で作成する。

本研究では、検証１で、バスト下端位置のボーンの
有無を踏まえ、縦方向に切り替えたビュスティエのシ
ルエットとバスト下端位置で切り替えたカップ型の
ビュスティエのシルエットとを比較した場合、どのよ
うな違いが得られるのかを検証する。

検証２では、ボーンの有無を踏まえ、前切り替え線
の脇側の曲線と直線ラインを、角を作るようにつなぐ
メリハリのあるラインにした場合と、縫製しやすい
カーブでつなぐラインにした場合とを比較した場合、
どのような違いが得られるかを検証する。

Ⅱ－２ 試作の制作方法
Ⅱ－２－１）パターンについて

検証に用いた試作ビュスティエは、２０１７年度の研究
で得たパターン（図４）の形状を参考に、ドレメ式基
本サイズ（バスト８４cm ウエスト６４cm）で作成し、そ
のパターンを基本ビュスティエパターンとする（図
５）。

前切り替え線、脇側ラインのバスト下端位置（図５
矢印位置）で角を作るかのように曲線と直線のライン
の形状を明確に分けている点が特徴である（図５）。

Ⅱ－２－２）使用素材について
生地：ビュスティエの試作には服飾造形においてシル
エットなどの形状を確認するときに一般的に用いられ
るシーチング（綿）に２０１７年度の研究の試作同様、日
東紡ダンレーヌ接着芯 Dan-Reine R２２２（無撚糸、経
緯同じ太さの糸の平織）を貼り使用する。なお芯の接
着に関しては、直線式接着プレス HP-９００LF（S）
を使用し、温度上下１２５℃、圧力０．３Mpa、接着時間１５
秒の条件で接着する。

使用したシーチングの基礎測定は、以下の通りであ
る（表１）。

ボーン：試作ではバスト下端位置に入れたボーンの有
効性を確認するため、縦方向に入るボーンを使用しな
い。バスト下端位置には、服飾服資材として市販され図４ ２０１７年度の研究で取得したビュスティエパターン

図５ 基本ビュスティエパターン 図６ ブラジャーボーン
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図７ バスト下端位置で切り替えたパターン

図８ 基本ビュスティエ（正面） 図１０ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（正面）

図９ 基本ビュスティエ（側面） 図１１ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（側面）

ているブラジャーボーンを使用する（図６）。

Ⅱ－３ 結果および考察
検証結果は以下の通りである。
検証１ 縦方向に切り替えたビュスティエとバスト下
端位置で切り替えたカップ型のビュスティエのシル
エットの比較
パターン：ドレメ式基本サイズの基本ビュスティエパ
ターンのバスト下端位置で、カップ部分と胴体部分に
切り替えたパターンを使用する（図７）。

① ボディ着装前 平面での比較
組み立てたビュスティエを平面上に置き、その形状の確認を行う。

①－１ ボーン無しでの比較

基本ビュスティエ（図８、９）：正面ではバスト部分
上部は立体的な形状である。バストポイントを通る縦
方向の切り替え線に沿って、バストの立体的な形状が
確認できるが、切り替え線から離れたバスト下端部分
にバストの丸みの形状は見られない（図８矢印位置）。
側面では縦切り替え線上のバスト下端位置（図９矢印
位置）で、バストの曲線が直線的な胴体部分へと変化
しているのが分かる。

バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（図１０、
１１）：正面では立体的なバストの曲線と直線的な胴体
部分の境界がバスト下端位置の切り替えにより明確化
し、バスト部分から胴体部分へと形状の変化がはっき
りと確認できる（図１０矢印位置）。側面ではバストの
丸みも安定した形状で、全体的に立体的なシルエット
である。

両者を比較した場合、どちらもバスト部分上部は立
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図１２ 基本ビュスティエ（正面） 図１４ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（正面）

図１３ 基本ビュスティエ（側面） 図１５ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（側面）

体的な形状であり、縦切り替え線上のバスト下端位置
でバストの曲線が胴体部分の直線的なシルエットへと
変化していることが確認できる。基本ビュスティエは
縦切り替え線から離れたバスト下端部分にバストの丸
みは見られない。これに対してバスト下端位置で切り
替えたビュスティエの方は下端位置の切り替えによ

り、立体的なバストの曲線と直線的な胴体部分の境界
が明確化することで形状の変化がはっきりと分かり、
全体的に立体的なシルエットであることが確認でき
る。この結果、ボーン無しの場合、両者のシルエット
が大きく異なることが確認できた。

①－２ ボーン有りでの比較
次に、バストの下端位置に沿ってバイアスの綿テープを付け、その中にブラジャーボーンを通し、ビュスティエ

の形状を確認した。

基本ビュスティエ（図１２、１３）：正面ではバスト下端
位置にボーンが有ることで支えとなり、ボーン無しの
場合には見られなかったバスト下端位置に丸みが生じ
た（図１２矢印位置）。また、側面ではバスト部分と胴
体部分の境界が明確になり、全体的に立体的なシル
エットである。
バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（図１４、
１５）：正面ではバスト下端位置にボーンが有ることに
よって支えとなり、バストの輪郭がさらにはっきりし
た。また側面でも全体がより立体的な形状である。

両者を比較した場合、どちらもボーンが有ることで

バスト下端位置の支えとなり、バスト全体が立体的な
形状である。この結果、ボーン有りの場合、バスト部
分と胴体部分の境界が明確になり、両者のシルエット
の差はほとんど認められない。
平面で比較した結果：ボーン無しのビュスティエのバ
ストの形状では両者に明らかな差が確認できた。しか
し、バスト下端位置にボーンが有ることにより、両者
共にバストと胴体部分の境界が明確になり、バスト部
分全体のシルエットがより立体的になる。この結果、
ボーンが有ることにより、両者のシルエットに差はほ
とんど認められないということが確認できた。
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図１７ 基本ビュスティエ（側面）図１６ 基本ビュスティエ（正面） 図１８ バスト下端位置で切り替
えたビュスティエ（正面）

図１９ バスト下端位置で切り替
えたビュスティエ（側面）

図２１ 基本ビュスティエ（側面） 図２３ バスト下端位置で切り替
えたビュスティエ（側面）

図２０ 基本ビュスティエ（正面） 図２２ バスト下端位置で切り替
えたビュスティエ（正面）

② ボディ着装時 立体での比較
それぞれのビュスティエを SUGINO ボディに着装させ、その形状の比較を行った。

②－１ ボーン無しでの比較

基本ビュスティエ（図１６、１７）：正面では立体的なバ
ストの形状が見られ、バスト下端位置が意識できる
（図１６矢印位置）が、側面ではバスト下端位置の脇側
部分のバストと胴体部分の境界が曖昧である（図１７矢
印位置）。
バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（図１８、
１９）：正面ではバスト部分と胴体部分の境界がはっき
りし、立体的なバストのシルエットである。側面でも
バストと胴体部分の境界が明確である（図１９矢印位
置）。

両者を比較した場合、支えとなる身体（ボディ）が
あるため、平面での比較ほどシルエットに明確な差は
認められない。正面で比較するとどちらも立体的な形
状で、バスト下端位置が意識できる。しかし、側面を
比較すると、基本ビュスティエはバスト下端位置で切
り替えたビュスティエと比べてバスト下端位置の脇側
部分のバストと胴体部分の境界が曖昧である。この結
果、ボーン無しの場合両者の側面の形状に差があると
いうことが確認できた。

②－２ ボーン有りでの比較

基本ビュスティエ（図２０、２１）：正面ではバスト下端
位置にボーンが有ることでボーンが無い時よりバスト
下端位置のバストの丸みが立体的である（図２０矢印位
置）。側面でもバスト部分と胴体部分の境界が明確で
ある（図２１矢印位置）。

バスト下端位置で切り替えたビュスティエ（図２２、
２３）：正面ではバスト下端の切り替え線にボーンが有
ることで、バスト下端の切り替え線位置の輪郭がさら
にはっきりする（図２２矢印位置）。側面でも輪郭が分
かり、立体的な形状である。

－ 5－



図２４ カーブでつなぐラインのビュスティエパターン

両者を比較した場合、どちらもボーンが有ることで
バスト下端位置の支えとなり、バスト全体が立体的な
形状である。この結果、バスト部分と胴体部分の境界
が明確になり、両者のシルエットの差はほとんど認め
られない。
ボディ着装時で比較した結果：支えとなる身体（ボ
ディ）があるため、平面での比較ほどシルエットに明
確な差は認められない。しかし、ボーン無しの場合、
両者の側面の形状に違いが認められたが、ボーンが有
ることで、両者ともバスト下端位置が明確になり、立
体的なシルエットが得られた。この結果、両者のシル
エットの差はほとんど認められないということが確認
できた。

検証１の結果
上記の各写真を比較すると以下のことが検証でき

た。
ボディ着装前平面での比較では、基本ビュスティエ

は、ボーン無しの場合はバスト下端部分に丸みがな
く、バストの輪郭が曖昧になる。しかし、ボーンが有
ることでバスト下端位置にバストと胴体部分の境界線
ができ、全体的に立体的なシルエットを得ることがで
きる。これに対して、バスト下端位置で切り替えた
ビュスティエは、切り替えることによりボーンの有無
に関わらず立体的なシルエットを得ることができる。
ボーンが無い場合は両者のバスト下端位置付近にシル
エットの違いが認められるが、ボーンが有る場合は両
者のシルエットの差はほとんど認められない。

また、ボディ着装時の比較では、支えとなる身体
（ボディ）が有るため、平面での比較ほどシルエット
に明確な差は認められない。ボーンが無い場合は側面
での形状に差が認められる。しかし、ボーンが有るこ
とでバスト下端位置にバストと胴体部分の境界線がで
き、全体的に立体的なシルエットが得られた。この結
果、ボーンが有ることにより両者のシルエットの差は
ほとんど認められないという結論を得た。

検証２ メリハリのあるラインの場合と縫製しやすい
カーブでつなぐラインの場合の比較

前述したように、基本ビュスティエのパターンの特
徴は前切り替え線の脇側のラインにバスト下端位置で
角を作るかのように曲線と直線のラインの形状を明確
に分けることで、シルエットを明確に分けている。こ
れはクリスチャン・ディオールの作品にみられるメリ
ハリのあるラインをつくる上でのポイントであると考
える。しかしながら、バストの下端位置でラインの形
状を大きく変化させるため、技術が未熟な制作者に

とっては、パターンを描く上でも縫製する上でもなか
なか難しいラインである。現在、筆者らが授業でビュ
スティエの縫製を課題とする場合、前身頃縦切り替え
線脇側ラインのバスト下端位置で曲線と直線の明確な
境界をつくらずにカーブでつなぐライン（図２４矢印位
置）のパターンを使用している（図２４）。

カーブでつなぐラインのビュスティエは、基本ビュ
スティエに比べバスト下端位置に極端なラインの変化
をつくらないことで比較的容易にパターン作成や縫製
をすることが可能である。わずか数ミリメートルの差
であるが、この部分の違いがどのようにシルエットに
影響するのかという点に注目して検証を行った。
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図２５ 基本ビュスティエ（正面） 図２７ カーブでつなぐラインのビュスティエ（正面）

図２６ 基本ビュスティエ（側面） 図２８ カーブでつなぐラインのビュスティエ（側面）

① ボディ着装前 平面での比較
組み立てたビュスティエを平面に置き、その形状の

確認を行った。

①－１ ボーン無しでの比較

基本ビュスティエ（図２５、２６）：正面ではバスト部分
上部は立体的な形状である。バストポイントを通る縦
方向の切り替え線に沿って、バストの立体的な形状が
確認できるが、切り替え線から離れたバスト下端部分
にバストの丸みの形状は見られない（図２５矢印位置）。
側面では縦切り替え線上のバスト下端位置（図２６矢印
位置）で、バストの曲線が直線的な胴体部分へとはっ
きりと変化するラインであることが分かる。
カーブでつなぐラインのビュスティエ（図２７、２８）：
正面ではバスト部分上部は立体的な形状である。バス
トポイントを通る縦方向の切り替え線に沿って、バス
トの立体的な形状が確認できる。また、切り替え線か
ら離れたバスト下端部分にバストの自然な丸みが見ら
れる（図２７矢印位置）。側面では縦切り替え線上のバ
スト下端位置でバストの曲線が直線的な胴体部分へな
だらかにつながるパターンのライン（図２８矢印位置）
が意識できる。そのため、バスト下端位置が意識でき
ず、なだらかなラインであることが分かる。

両者を比較した場合、どちらもバスト部分上部は立
体的な形状である。基本ビュスティエは縦切り替え線
上のバスト下端位置で、バストの曲線が直線的な胴体
部分へとはっきりと変化するラインであり、バスト下
端位置が意識できるが、カーブでつなぐラインのビュ
スティエはバストの曲線が直線的な胴体部分へなだら
かにつながるラインであり、バスト下端位置が意識で
きないことが分かる。また、切り替え線から離れたバ
スト下端部分のバストの形状に違いがある。この結
果、ボーン無しの場合、両者のラインが大きく異なる
ことが確認できた。
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図２９ 基本ビュスティエ（正面） 図３１ カーブでつなぐラインのビュスティエ（正面）

図３０ 基本ビュスティエ（側面） 図３２ カーブでつなぐラインのビュスティエ（側面）

①－２ ボーン有りでの比較

基本ビュスティエ（図２９、３０）：正面ではバスト下端
位置にボーンが有ることで支えとなり、ボーン無しの
場合には見られなかったバスト下端位置（図２９矢印位
置）に丸みが生じた位置。また、側面ではバスト部分
と胴体部分の境界が明確になり、全体的に立体的なシ
ルエットである。バスト下端位置（図３０矢印位置）に
ボーンが有ることにより、ボーン無しの時より明確に
ラインの変化が見られ、メリハリのあるラインが確認
できる。
カーブでつなぐラインのビュスティエ（図３１、３２）：
正面ではバスト下端位置にボーンが有ることにより、
ボーン無しでは意識できなかったバスト下端位置（図
３１矢印位置）が、はっきりと認識できる。側面では
ボーン無しの時のなだらかなラインが変化（図３２矢印
位置）し、バスト部分の輪郭がはっきりとして、全体
が立体的な形状でメリハリのあるラインである。

両者を比較した場合、ボーン無しのビュスティエは
それぞれのパターンを反映したラインが見られ、明ら
かな差が確認できた。しかし、バストの下端部分に
ボーンが有ることにより、ボーン無しの時よりライン
が変化し、メリハリのあるラインが見られた。この結
果、ボーンが有ることにより、両者のラインに差はほ

とんど認められない。
平面で比較した結果：ボーン無しではバストの曲線が
直線的な胴体部分へと変化するラインに明らかな差が
認められた。しかし、バストの下端位置にボーンが有
ることにより、両者共にバストと胴体部分の境界が明
確になり、メリハリのあるラインになる。この結果、
ボーンが有ることにより、両者のラインに差はほとん
ど認められないということが確認できた。
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図３６ カーブでつなぐライン
のビュスティエ（側面）

図３４ 基本ビュスティエ（側面）図３３ 基本ビュスティエ（正面） 図３５ カーブでつなぐライン
のビュスティエ（正面）

図４０ カーブでつなぐライン
のビュスティエ（側面）

図３８ 基本ビュスティエ（側面）図３７ 基本ビュスティエ（正面） 図３９ カーブでつなぐライン
のビュスティエ（正面）

② ボディ着装時 立体での比較

②－１ ボーン無しでの比較

基本ビュスティエ（図３３、３４）：正面では立体的なバ
ストの形状で、バストの曲線が下端位置で直線的な胴
体部分へとライン（図３３矢印位置）が変化し、バスト
下端位置が意識できる。側面ではバストから胴体へと
変化するライン（図３４矢印位置）が分かるが、バスト
下端位置の脇側部分のバストと胴体部分の境界が曖昧
である。
カーブでつなぐラインのビュスティエ（図３５、３６）：
正面ではバストから胴体部分へと、バスト下端位置を
意識することなく、なだらかに変化するカーブのライ
ン（図３５矢印位置）が分かる。側面ではバストから胴
体へなだらかに変化するライン（図３６矢印位置）が分

かるが、バスト下端位置は意識できない。またバスト
下端位置の脇側部分のバストと胴体部分の境界が曖昧
である。

両者を比較した場合、基本ビュスティエはバストの
曲線が下端位置で直線的な胴体部分へと明確に変化す
るラインが見られ、バスト下端位置が意識できる。し
かし、カーブでつなぐラインのビュスティエではバス
トが胴体部分になだらかにカーブで変化するラインが
見られ、バスト下端位置は意識できない。この結果、
支えとなる身体（ボディ）が有るが、ボーン無しのビュ
スティエはそれぞれのパターンを反映したラインが見
られ、明らかにラインに差が有ることが確認できた。

②－２ ボーン有りでの比較

基本ビュスティエ（図３７、３８）：正面ではバスト下端
位置にボーンが有ることでバスト部分と胴体部分の境
界がはっきりとし立体的である。側面ではボーン無し
の場合より下端位置（図３８矢印位置）やメリハリのあ

るラインがはっきりと分かる。
カーブでつなぐラインのビュスティエ（図３９、４０）：
正面ではバスト下端位置にボーンが有ることでバスト
部分と胴体部分の境界がはっきりとし、立体的であ
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トップバスト
サイズ（cm）

トップバストサイズとアン
ダーバストサイズの差（cm）

A グループ ８０～８２ １０～１２

B グループ ７７～８７ １３～１４

C グループ ８６～８７ １５～１７

表２ 各グループのサイズ分布

A グループ：バストの形状はあまり立体的ではない。
B グループ：バストの形状は立体的である。
C グループ：バストの形状は非常に立体的である。

る。側面ではボーンが無しの時よりバスト下端位置
（図４０矢印位置）が意識でき、メリハリのあるライン
になっている。

両者を比較すると、どちらもバスト下端位置にボー
ンが有ることでバスト部分と胴体部分の境界がはっき
りと意識され、ラインのメリハリが明確になる。この
結果、両者のラインの差はほとんど認められない。
ボディ着装時で比較した結果：支えとなる身体（ボ
ディ）が有るためが、ボーン無しの時にはそれぞれの
ラインに差が見られたが、ボーンが有ることで両者と
もバスト下端位置が明確になる。この結果、両者のラ
インの差はほとんど認められないということが確認で
きた。

検証２の結果
上記の各写真を比較すると以下のことが検証でき

た。
ボディ着装前平面での比較では、基本ビュスティエ

は、ボーン無しの場合、バストの曲線が下端位置で直
線的な胴体部分へと明確に変化するラインがはっきり
と見られ、バスト下端位置が認識できる。ボーン有り
ではボーン無しの場合よりバスト下端位置のラインが
はっきりと分かり、全体的にメリハリのあるラインを
得ることができる。これに対して、カーブでつなぐラ
インのビュスティエは、縦切り替え線上のバストの曲
線が直線的な胴体部分へとなだらかに変化しているラ
インであるため、ボーン無しではバスト下端位置が意
識できないが、自然な丸みが有る。しかし、ボーンが
有ることでバスト下端位置が支えられ、メリハリのあ
るラインが見られ、全体的に立体的なシルエットを得
ることができる。ボーンが無い場合は両者のバスト下
端位置付近のラインに違いが認められるが、ボーンが
有る場合は両者ともバスト下端位置が明確になること
でメリハリのあるラインへと変化し、両者のラインの
差はほとんど認められないということが確認できた。

また、ボディ着装時の比較では、支えとなる身体
（ボディ）が有るためボーンが無い場合はラインに差
が認められたが、ボーンが有ることで立体的なバスト
の曲線が下端位置で直線的な胴体部分へと明確に変化
するメリハリのあるラインが見られ、両者のラインの
差はほとんど認められないという結論を得た。この結
果、ボーンが有ることにより両者のラインの差はほと
んど認められないという結論を得た。

Ⅲ 着装者による検証について

基本ビュスティエとバスト下端位置で切り替えた

ビュスティエ、カーブでつなぐラインのビュスティエ
を実際に着装してもらい写真撮影を行った。その写真
を見ながら着心地や感想などを着装者に評価しても
らった。
Ⅲ－１ 着装者について

試作ビュスティエの着装者は、杉野服飾大学３、４
年生の女子学生（２１歳８名、２２歳１名）に研究目的を
説明し、承諾を得た上で採寸し、トップバストとアン
ダーバストの差により３グループに分け、各グループ
３名ずつ合計９名が着装し写真撮影を行った。

各グループの体型の特徴は以下のようになる（表
２）。

Ⅲ－２ 着装用ビュスティエのパターンについて
着装者の採寸結果を元に、それぞれのサイズを用い

て基本ビュスティエのパターンを作成し、その後バス
ト下端位置で切り替えたビュスティエ、カーブでつな
ぐラインのビュスティエのパターンを作成した。

トップバスト寸法とアンダーバスト寸法の差で、前
切り替え線のダーツ分量は、A：３～３．５cm、B：
３．５～４cm、C：４．５cm とし、ブラジャーボーンは市
販されている３種類の大きさのブラジャーボーンを使
用した。

C グループは、３人のうち２名が２０１７年度の研究に
あるようなデコルテ７）ラインのダーツを必要とした。
Ⅲ－３ 着装写真について

本人の了承を取った上で、着装者９名に試作ビュス
ティエを素肌に着装してもらい、正面、側面の撮影を
行った。なお、本論文写真掲載に当たり、各グループ
の中から所属するグループの体型の特徴が分かりやす
い着装者を１名ずつ選択し、改めて説明の上本人の承
諾を得た。
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A グループ B グループ C グループ

正面

図４１ 図４３ 図４５

側面

図４２ 図４４ 図４６

A グループ B グループ C グループ

正面

図４７ 図４９ 図５１

側面

図４８ 図５０ 図５２

Ⅲ－４ 結果と考察
着装結果は以下の通りである。表の番号は、Ⅱで行った検証の試作ビュスティエの番号と同じである。

①－１ 基本ビュスティエ ボーン無し

A グループ、B グループ、C グループともに立体的
なバストのシルエットである。バストの曲線が下端位
置で直線的な胴体部分へと変化するラインが分かり、

バスト下端位置が意識できる。バスト下端位置の脇側
部分のバストと胴体部分の境界が曖昧である（図４１～
４６）。

①－２ 基本ビュスティエ ボーン有り

A グループ、B グループ、C グループともにバスト
下端位置にボーンが有ることでバスト部分と胴体部分
の境界がはっきりとし、全体的に立体的なシルエット
である。また、バストから胴体へとメリハリのあるラ

インで変化しているのが分かる（図４７～５２）。
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A グループ B グループ C グループ

正面

図５３ 図５５ 図５７

側面

図５４ 図５６ 図５８

A グループ B グループ C グループ

正面

図５９ 図６１ 図６３

側面

図６０ 図６２ 図６４

②－１ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ ボーン無し

A グループ、B グループ、C グループともにバスト
下端位置に沿い切り替え線があるため、バストと胴体
部分の境界が明確で、全体的に立体的なシルエットで

ある。また、バスト下端位置でバストから胴体へと明
確にラインが変化しているのが分かる（図５３～５８）。

②－２ バスト下端位置で切り替えたビュスティエ ボーン有り

A グループ、B グループ、C グループともにバスト
下端切り替え位置にボーンが入ることで、バスト下端
位置の輪郭がさらにはっきりし、より立体的なシル
エットである。また、バストから胴体へとメリハリの
あるラインで変化しているのが分かる（図５９～６４）。
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A グループ B グループ C グループ

正面

図６５ 図６７ 図６９

側面

図６６ 図６８ 図７０

A グループ B グループ C グループ

正面

図７１ 図７３ 図７５

側面

図７２ 図７４ 図７６

③－１ カーブでつなぐラインのビュスティエ ボーン無し

A グループ、B グループ、C グループともに立体的
なバストである。バストから胴体部分へとなだらかに
変化するカーブのラインである。バスト下端位置は意

識できない。またバスト下端位置の脇側部分のバスト
と胴体部分の境界が曖昧である（図６５～７０）。

③－２ カーブでつなぐラインのビュスティエ ボーン有り

A グループ、B グループ、C グループともにバスト
下端位置にボーンが有ることでバスト部分と胴体部分
の境界がはっきりとし、立体的でメリハリのあるライ
ンに変化している（図７１～７６）。

着装検証の結果から、すべてのグループでビュス
ティエをボディに着装した場合と同じシルエットやラ
インが見られることを確認できた。また、基本のビュ

スティエ、バスト下端位置で切り替えたビュスティ
エ、カーブでつなぐラインのビュスティエであって
も、バスト下端位置にボーンが有ることでバスト下端
位置が明確になり、立体的なシルエットが得られ、メ
リハリのあるラインとなり、それぞれのシルエットや
ラインの差はほとんど認められないということが確認
できた。
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Ⅲ－５ 着装者の感想と考察
９人の着装者に、ビュスティエ着装時と着装後に撮

影した着装写真を渡してインタビューを行った。その
結果は以下の通りである。

回答結果は個人的な感覚であることと回答数が９名
と少数であったため、答えが分散し明確な結果を得る
ことはできなかった。また、グループによる顕著な傾
向は見られなかった。しかし、いくつかの項目に関し
ては、ある程度傾向を得ることができた。

・「ボーン無しのビュスティエとボーン有りビュス
ティエの着心地に違いがありますか」という質問に対
しては、着心地に差を感じたという回答が多数であっ
た。差を感じたと回答した中には「普段着用している
下着の感覚に近いボーン入りの方がフィットしている
ように感じた」「ボーン入りの方が、アンダーと脇部
分が支えられているという安定感があった」「ボーン
が入っている方がしっかりしている気がした」という
肯定的な感想が多かった。このことから、着装者は普
段着用している下着の感覚に類似している点を評価し
ていると考えられる。
・「着装者にとって着心地の良いと思うビュスティエ
から順番に並べて下さい」という質問対しては、回答
が分散し、着心地の良いビュスティエを絞ることはで
きなかった。また、「どのビュスティエもほとんど差
を感じない」という回答が複数みられた。このことか
ら、今回の検証の試作ビュスティエではパターンの差
も小さいために、着心地の差はほとんど無いと考えら
れる。

Ⅳ まとめ

検証の結果、以下の項目が明らかになった。
縦方向に切り替えたビュスティエにおいて、バスト

下端位置に切り替えが無い基本ビュスティエは、ボー
ンが有ることによってビュスティエが着用者の体に密
着しバストと胴体部分を明確に分け、立体的なシル
エットを形成することが可能となる。バスト下端部分
で切り替えたビュスティエは、ボーンの有無に関わら
ず立体的なバスト部分の形状が得られる。また基本
ビュスティエは、バストの曲線が下端位置で直線的な
胴体部分へと明確に変化することでメリハリのあるラ
インを有し、それはボーンが有ることによりさらに明
確化する。バストの曲線と胴体部分の直線を縫製しや
すいなだらかなカーブでつなぐラインのビュスティエ
は、バスト下端位置にボーンが有ることによってメリ
ハリのあるラインを得ることができるという結果を得

た。
また、今回の検証の試作ビュスティエについての着

装者の感想から、ボーン有りのビュスティエは、普段
着用している下着の感覚に類似していることと、それ
ぞれの試作ビュスティエの着心地に差はほとんど認め
られないことという着装者の傾向が得られた。

上記のことから、バストの下端位置に支えとなる
ボーンが有るということは、パターンをカップ型に切
り替えなくても立体的なバストのシルエットを作り、
なだらかなカーブでつなぐラインをメリハリのあるラ
インへ変化させる上で有効な造形技術であるという結
論が得られた。

Ⅴ おわりに

本研究は、１９５０年代パリ・オートクチュールの制作
技術に着目した２０１７年度の研究の有効性を基本ビュス
ティエ、バスト下端位置で切り替えたビュスティエ、
カーブでつなぐラインのビュスティエにおいて確認
し、試作したビュスティエを実際に人体に着装し、着
装者の視点を加えることで、「形を作る」ために必要
とされる制作技術の更なる検証を行うことを目的とし
た。このように実際に調査・試作・検証することは、
文献での知識では得られない制作技術の意味を理解
し、活用することにつながるものと考えている。

ビュスティエを美しいシルエットで作ることは技術
的に難しいことである。しかし、今回の造形研究は、
２０１７年度の研究を発展させ、現在でも十分に活用する
ことができる技術として検証することができた。この
検証は、技術が未熟な制作者にとって比較的容易にそ
のシルエットを作り出せる方法が明らかになっただけ
でなく、効率的に制作を進めるうえで、有意義な制作
技術であることが確認できた。今後も「形を作る」た
めに必要とされる制作技術を将来に受け継ぐべきもの
として検証し記録する造形研究を更に進めると共に、
これまでの研究により蓄積されたパリ・オートク
チュールの制作技術を活かす方法の更なる可能性につ
いても、研究課題として取り組んでいきたい。
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今回の着装検証にあたり、快くモデルを引き受けて
くれた杉野服飾大学の学生諸氏に、心からの感謝を表
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５）杉野芳子編，『改定第４版 図解服飾用語事典』，
学校法人杉野学園，１９９３．

６）注５）に同じ，p．８０．
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た衿あきのことをよぶ．ロー・ネックラインと同
じ．カクテル・ドレスやイブニング・ドレスに多
くみられる．」注５）に同じ，p．１１５．

図版出典

図１ L’officiel １０００ Modèles No.８１, Les Éditions
Jalou, France,２００８，p．２１．

図２ Dior Catwalk The Collections, 1947-2017 ,
Yale University Press, New Heaven, ２０１７,
p．６０．

図３ 図２に同じ，p．４８９．
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